







中に於て、いち早く異常心理の作用を示し、不思議を語り得た （十四ページ）ためと、女性の生得的能力 その源泉を求めている。ここに「不思議を語り得 」とあるの 、神などの霊的存在の憑依を受けて託宣することである。これは女性の巫女性を示しているわけであるが、ここから 「祭祀祈禱 宗教上の行為は、もと肝要なる部分が悉く婦人の管轄であ
七一
女性の霊威と柳田國男の女性論と





られている。まず民俗学者では、柳田の高弟でもあった桜井徳太郎が女性の霊威をシャーマニズム論の中で「古代社会において、神への奉仕者が女性でなければならなかった理由は、女性の生理的心理的特性に根ざすところから来たものがあったからであろう。すなわち女性のなか 鋭敏な特殊感覚が働き 発作的な異常 状態 転入 る可能性に富む 多かった。そうした傾向がしばしば神懸りを容易にし、神の託宣を口走る役割を荷うことに適したのであ
る（２）
」と論じ、柳田説
をそのまま踏襲して見せた。また、桜井の弟子のひとりでもあった宮田登は、 「女による生殖能力は、男よりはる 勝るが故に、男を超える能力の権威 保障されているが、男性の方 らみると、そのことによって女性との間 差別意識を明示するという感覚が芽生えたのであっ
た（３）
」と、女性の生得的能力がその霊威の源泉であり、そのことがかえって男性側からの
差別をもたらした だとす 。宮田論もまた、柳田 女性論をほぼそのまま継承したも と言え 。
　こうした女性論に対して、歴史学者から多くの反論が挙がっていることは周知の通りである。まず岡田精司は、司祭者と















三大実録』貞観七年条で「我浅間明神。欲得此国斎祭」と、神懸りして第一人称で語った伴直眞貞は男性であろう。しかしながら、民俗的伝承世界の中では女性の方が圧倒的に霊能力を保持し続け いるのも事実である。男性がいち早く霊能力を捨て去ったのに対し、どうして女性 それをいつまでも手放そう しないのか。女性 方が保守的であり、因襲的だといことなのか。
　一方、溝口睦子によれば、男性中心主義の仏教が日本社会の中に浸透するに従い、一段階低いと見なされるようになった
巫呪宗教から男性が離れて女性だけが留まったのであって、 「中・近世における女性の霊能者は、柳田 いうような女 のもつ特殊な資質によってではなく、このよ な社会的、歴史的要因によって生まれ
た（８）
」のだと言う。確かに、霊能者の出現
にとって社会的・歴史的要因は必要条件ではあるけれども がすべて はない。なぜなら、誰もが自由に霊能者になれるわけではないからだ。霊能者となるためには特殊な資質を必要とする。沖縄 そのよ な人物をサーダカウマリと表現している。すなわち、サーダカウマリの者でなければノロやユタなどの神人にはなれない であり、サーダカウマリは圧倒的に女性の方が多いのである。
　柳田が『妹の力』で問題にしているのは、サーダカウマリのような特殊な資質をより多く持っている女性が果たした文化





流は、憑霊および夢がチャンネルとなって行われているので、誰がどのような状況において憑霊あるいは夢で神霊と交流しているのかを注意しながら見てゆく。テキストには、岩波書店刊日本古典文学大系本の『古事記』 『風土記』 『日本書紀』を用いるが、宇治谷孟著『全現代語訳 　日本書紀上・下』 （講談社学術文庫本 　一九八八年）も参照しながら論を進める。
　
㈠ 　憑霊による神霊交流
　「崇神紀六年」に、 「天照大神を以ては、豊鍬入姫命に託けまつりて、倭の笠縫邑に祭る」 、 「日本大国魂神を以 は、渟名
城入姫命に託けて祭らしむ」とある。宇治谷孟は、ここの「託け」を「託し」と「預けて」とそれぞれ訳して るが、神霊を憑依させてその言葉を伝えるこ を託宣と言うことからすれば、 「託け」は神霊 の直接接触を示すと考えられる。豊鍬入姫命も渟名城入姫命も女性であ 。
　「崇神紀七年」に、 「神明倭迹迹日百襲姫命に憑りて曰 く、 『天皇、何ぞ国の治らざることを憂ふる。若し能く我を敬ひ
祭らば、必ず当に自平ぎなむ』とのたまふ」とある。これは明らかに、女性による直接的な 交流を示している。
　「垂仁紀二五年」に、 「天照大 を豊耜入姫命より離ちまつり 、倭姫命に託けたまふ」とある。後に続く「一に云はく」




も神が第一人称で語っている。神功皇后に神が憑依して託宣する場面である。 「神功皇后摂政前紀」にも、 「神表筒男・中筒男・底筒男、三の神、皇后に誨へて曰はく、 『我が荒魂をば、穴門の山田邑に祭はしめよ』とのたまふ」とあり、第一人称で語っていることから推察して、神功皇后の身体 直接 たのであろう。この他同段には、三ヶ所で憑依人物が明示されていない託宣の場面が描かれているが、神が依り憑いたのはいずれも神功皇后であったと考えてよかろう。ところが「一に云はく」には、 「是に神有して、沙麼縣主の祖内避高国避高松屋種に託りて」とあり、神功皇后以外の名前が挙がっている。ここで神の憑依を受けた内避高国避高松屋種 性別 どちらであろうか。大系本頭注にはいくつかの説が付されているが、ひとりの女性とするのが自然のように思われ 。





く」と「村屋神、祝に着りて曰 の二ヶ所で憑霊による神霊交流 描かれている。二人の人物の内、祝は性別不明として、もうひとりの高市縣主許梅なる人物は、 たして 性であろうか女性であろうか。 「許梅」は女性らしい名前のようも思えるのだが、今 段階では不明としておく が無難 あろう。
　以上、 『日本書紀』の中に描かれている憑霊による神霊交流の場面を見てきた。神霊の憑依を受ける人物は、豊鍬入姫命・









　「仲哀記」には、 「伊奢沙和氣大神の命、夜の夢に見えて云りたまひしく、 『吾が名を御子の御名に易へまく欲し。 』とのり
たまひき」とある ここで お告げを受けている は建内宿禰命で から、やはり男性であった。
　「尾張国風土記逸文吾縵郷」には、 「皇后の夢に 神ありて告りた ひしく 『吾は多具の国の神、名を阿麻乃彌加能比女





　「崇神紀七年」には、 「天皇乃ち沐浴斎戒して 殿の内を潔浄りて 祈みて曰さく、 『朕、神を禮ふこと尚未だ盡ならずや。
何ぞ享けたまはぬことの甚しき。冀はくは亦夢の裏に教へて、神恩を畢したまへ』とまうす 是 夜の夢に、一の貴人有り。殿戸に対ひ立ちて、自ら大物主神 稱りて はく」とある。この直前には倭迹迹日百襲姫命に憑依した神のお告げに従って行動したのだが、思うような結果が得られなかった そこで天皇自ら夢で神のお告げ 得よう したのである。ここから
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我々は、男性である天皇には神霊を直接自身に憑依させる霊能力のないこと、および神霊憑依と夢が等価値であると信じられていたことを知ることができた。後段には、同じ神のお告げを夢で受けた人物名として倭迹迹速神浅茅原目妙姫・大水口宿禰・伊勢麻績君の三名の名前が記されている。前のひとりは女性で、後 ふ りは男性であろう。大水口宿禰は「垂仁紀二五年」にお て倭大神から憑依を受け 人物である。 「崇 天皇紀九年」 も、崇神天皇自身が夢で神のお告げを受ける場面が描かれている。
　「欽明天皇即位前紀」には、 「天皇幼くましましし時に、夢に人有りて云さく、 『天皇、秦大津文といふ者を寵愛みたまはば、
壮大に及りて、必ず天下を有らさむ』とまうす」とある ここで 神ではなくて人がお告げをしているわけ るが、天皇はそのお告げに従って行動し る から、神のお告げと同じ内容であると見なすことができよう。
　以上、夢による神霊交流の場面を描いた箇所を拾い出して提示 た。夢の中で神霊と交流した人物は、垂仁天皇・建内宿














我国古来ノ習俗トシテ、人家相継シテ七世ニ及ヘハ必ス神ヲ生シテ尊信ス。其神ハ只二位ヲ設ク。蓋シ祖考以上始祖ニ至ルノ亡霊ヲ以テ神 為ルナリ。而シテ親族ノ女子二名ヲ以テ神コデト称シ之ヲ任セシム。一名ハオメケーオコデト為シ一名ハオメナヒオコデ シ（方言男兄弟ヲオメケート言ヒ姉妹 オメナヒト言フ） ・・・中略・・・其コデノ任命ハ専ラ祖宗神霊ノ命スル所ニ因ル。豫メ祖宗ノ神霊アリ。其コデト為スヘキ者及ヒ巫婦ノ身ニ附着シテ言語ヲ為シ、或ハコデト為ルヘキ者疾病 為シ其女コデト為ルコトヲ御請スレバ即チ癒ユ。是ヲ以 コデト為ルコトヲ得ル。
　ここで注目されるのが、先祖の霊を神として祭祀する役目をコデと称し、一族の女性から選ばれること。そしてそのコデ
となるべき女性には、神が憑依して病気にさせ、これを知らせるということ。神の憑依によって病気にさせられることをカミダーリィと言い、通常はシャーマン的宗教者であるユタに多く見られる宗教現象である。カミダーリィは、その者の霊能力が高いことを示す現象で、それ 普通の女性にも現れ ということは、女性の霊能力が高いと信じられているからであ 。
　祭祀者としての女性の霊能力を示す別の事例を、桜井徳太郎が沖縄県来間島で採集している。



































































































　姉妹もオバもいない場合にはどうするのかというと 父方の姪あるいは従姉妹がオナリ神とな である。 ジ神という






























































那岐命との間で交わされたコトドワタシ る。醜い姿を見 伊邪那美命は、 「愛しき我 那勢の命、如此為ば、汝の国の人草、一日に千頭絞り殺さむ」 呪詛する。これに対抗して伊邪那岐命も「愛しき我が那邇妹の命、汝然為ば 吾一日に千五百の産屋立てむ」と呪詛返し 行う。こ に見ら る伊邪那美命の呪詛は 妹の霊威が兄にとって障害となる場合を示している。
　ふたつめは、倭健命と倭比賣命と 物語である。父方叔母に当た 倭比賣命は、倭健命にとってまさにオバ神として描か










石龍比賣命との水争いが伝えられている。兄は北に水 流そうとしたのに対し、妹は南の村に水を引 うとする。兄が「山の嶺を踏んで」 あるよ に、その膂力を用いたのに対し、妹は「指櫛を以ちて、其の流るる水を塞きて」と、呪力を用いて対抗した。結局、妹が勝利を収め 結果となったとある。
　次に、 「播磨国風土記讚容郡」の中では、妹の玉津日女命が兄と土地の占有を争っている。玉津日女命は「生ける鹿を捕
り臥せて、其 腹 割きて 其 血に種播きき。仍りて、一夜 間 、苗生いき」とあるよう や り呪術 用いた。そのことによっ 兄を打ち負かしてしまうのである。
　そしてもうひとつは、 「近江国風土記逸文 に語られた竹生島縁起の中で、兄と妹との争いが見られ 多々美比古命と
その姉比佐志比女命、およびもうひとり浅井比咩命が登場する。風土記逸文では、浅井比咩命は多々美比古命の姪となっているが、 『群書類従巻第二十五』に納められている「竹生嶋縁起」では、霜速彦命の御子神として氣吹雄命・坂田姫命・浅井姫命の名が挙げられている。そこで大系本『風土記』頭注 は、本文にある「姪」 「妹」 誤記としている。
　この解釈に従えば、兄多々美比古命と妹浅井比咩命がそれぞれ 本拠とする山の高さを競う。妹の方が「一夜に高さを増









我々の「妹の力」が、改めて痛切に要望せられる時代は来て居るのである。この一巻の書が、證明せんとして居る如く、過去の精神文化 あらゆる部面に亙って、日本の女性は実によく働いて居る。或は無意識にであったかも知れぬが、時あって指導をさえして居る。これが一朝専業化の傾向を示して来た為に、其特色は家庭 外に追いやられて、次第に軽しめられる者 列に入っ しまい 一度も試みられたことの無い可能性が、今はまだ多くの柔かなる胸の裡に睡って居るかと思わ 。この隠れたる昔を尋ね出し、それを新しい社会の力とする
　ここでも柳田流の難解な言い回しが使われており、文意を理解するのに骨が折れる。全体としては これからの新しい社
会を築き上げるため、女性の力が必要だというの る。では、 「妹の力」とは具体的にどのような力なのであろうか。そして、その力を使って作ろうとする社会とは、 ったいどのような社会な であろうか。
　柳田が否定的に捉えていた昭和十五年前後の日本社会の状況を確認しておこう。日本は、昭和十一年一月にロンドン軍縮










































































れてきたこと 否定できない事実 ある。もちろんそれは、男性によ 構築 に基づいた虚構に過ぎないと言われるかも知れないが、少なくとも柳田はこれま の歴史の中ではたしてきた女性の霊能 を評価しつつも、こ からの社会にそ をそのまま役立てよう ど は考えて ない。むしろ霊能力以外の、これまで男性社会の中で使うこと 封じ れて た様々な能力を使って、新 な社会の建設に参画することを望んでいたのであっ 。
　柳田女性論の立場から言えば、これまでの男性中心の社会が誤りであるならば、女性の活躍できる新たな社会を構築すべ











日本は新たな社会の構築が求められている。民俗学はこうした課題にどのように応えることができるのか。霊能力ばかりに目が奪われがちであった柳田女性論を、もう一度じっくり検討 てみる必要があるのではなかろうか。註（１）倉石あつ子〈 『妹の力』 〉 　野村純一他編『柳田國男事典』 　勉誠出版 　一九九八年 　五四〇ページ（２）桜井徳太郎「巫女とシャーマン」 　『日本民俗学会報』四三 　一九六六年 　十三～十四ページ（３）宮田登『女の霊力と家の神』 　人文書院 　一九八三年 　二二ページ（４）岡田精司「宮廷巫女の実態」 　女性史総合研究会編『日本女性史１ 　原始・古代』 東京大学出版会 　一九八二年 　七一～七四ページ（５）義江明子『日本古代の祭祀 女性 吉川弘文館 　九九六年 　七ページ（６）義江明子『同右』 　二五七ページ 　義江明子『古代女性史への招待 　吉川弘文館 　二〇〇四年 　二〇一ページ（７）義江明子 　前掲 古代 性史への招待』 　一〇〇ページ（８）溝口睦子「記紀に見える 性像」 　前近代女性史研究 編『家族と女 の歴 　古代・中世』 　吉川弘文館 　九八八年 　一六二ページ（９）西郷信綱『古代人と夢』 　平凡社 　一九七二年（
10）琉球大学付属図書館のホームページからダウンロードした。
（
11）桜井徳太郎『日本のシャマニズム 　下』 　吉川弘文館 　一九七七年 　二七五ページ
（
12）酒井卯作「東京都青ヶ島」 　柳田國男指導『離島生活の研究』 　国書刊行会 　一九七五年 　一六八ページ
（






16）大間知篤三「人生儀礼」 　関敬吾他編『日本民俗資料事典』 　第 法規出版 一九六九年 三一九～三二〇ページ
（
17）桜田勝徳「船霊の信仰」 　須藤利一編『船』 　法政大学出版局 　一九 八年 　三三九ページ
（
18）比嘉康雄「守護する者される者」 　仲松弥秀先生傘寿記念論文集刊行委員会編『神・村・人』 　第一書房 　一九九一年 　三一六ページ
（
19）馬淵東一「沖縄先島のオナリ神 ㈠㈡」 ・ 「姉妹の霊的優越」 ・ 「オナリ神をめぐる類比と対比」 ・ 「マラヨ・ポリネシア諸族における親族儀礼の二つの型」 ・ 「ブ
ヌン族の親族名称におけるオマハ型への傾斜」 　以上は『馬淵東一著作集 　第三巻』 （社会思想社 　一九七四年）所収「高砂族の父系継承制における母方氏族」 ・ 「オナリ神研究をめぐる回顧と展望」 　以上は『馬淵東一著作集 　補巻』 （社会思想社 　一九八八年）所収
（
20）瀬川清子『沖縄の婚姻』 　岩崎美術社 　一九六九年 　一四六ペ ジ
（





琉球大学社会人類学研究会編『白保』 　根元書房 　一九七七年植松明石「女性の霊威をめぐる覚書」 　谷川健一編『叢書わが沖縄第四巻 　村落共同体』 　木耳社 　一九七一年野口武徳『漂海民の 』 　弘文堂 　一九八七年島袋源七「山原の土俗」 　池田弥三郎他編『日本民俗誌大系１ 　沖縄』 　角川書店 　一九七四年出村卓三「奄美の冠婚葬祭の慣習」 恵原義盛他編『九州・沖縄地方の住い習俗』 明玄書房 　一九八四年長田須磨『奄美女性誌』 　農山漁村文化協会 　一九七 年赤嶺政信「久高島 　男と女の 俗誌・序説」 　前掲 琉球・アジアの民俗と歴史』『沖縄県史』第五巻・第二二巻 　沖縄県 　一九七五年・一九七二年伊波普猷『をなり神の １・ ２』 　平凡社 　一九七三年小島瓔禮「ヲナリ神の説話の系譜」 　比嘉政夫編『海洋 化論』 　凱風社 　一九九三年
（








27）鳥越憲三郎「巫女の歴史」 　五来重他編『巫俗と 信 　日本の民俗宗教４』 　弘文堂 　一九七九年 　二六～二七ページ
（
28）大藤時彦『日本民俗学の 』 　学生社 　一九七九年 　二一六ページ
（




31）久富木原玲「 『源氏物語 とアマテラス」 　斎藤英喜編『アマテラス神話の変身譜』 　森話社 　一九 六年 　一四四ページ
（










37）瀬川清子「女性と柳田民俗学」 『文芸読本柳田國男』 　河出書房新社 　一九七六年 一 八ページ
（
38）柳田國男 　前掲 女性と民間伝承 三一八ページ
（




41）川橋範子「カミンチュを語るこ 」 　前掲『琉球・アジアの民俗 歴史』 七 ～二七二ページ
（
42）倉塚曄子『古代の女』 　平凡社 　九八六年 　二〇ページ
